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天竜川激特事業の
多自然川づくり

　天竜川上流河川事務所では、 平成 18 年 7 月の豪雨被害を受け、 再度の災害防止を図るた
め伊那伊北地区において平成 18 年度から 5 年をかけて、 天竜川河川激甚災害対策特別緊急
事業 ( 激特事業 ) を実施しています。
　河川工事によって、 伊那谷名物のザザムシやアユへの影響が心配されるため、 調査を行っ
ていますが、 このほど中間結果がまとまりましたので報告します。

激特事業の範囲

激特事業の工事前と工事後

伊那 （中央橋） から辰野町 （昭和橋） の 20km 区間で河道掘削や

根継護岸工 ・ 根固工などを平成 18 年度から 5 ヶ年で行っています。

         

        

北島（箕輪町）

伊那大橋下流 （伊那市）

根継護岸工 ・ 根固

工 ・ 河道掘削

根継護岸工 ・ 根固

工 ・ 河道掘削

アユの調査結果

アユの数は明神橋で多く、 良く成長した個体は北島で多いという結果になりました。
今年のアユの様子　を過去のアユの状況 （H15 年 ・ H20 年　） と比較しました。
　　体長 ・ 体重ともやや小型の傾向を示す地点があり、 バラツキも大きいようです。
　　アユの太り具合を示す肥満度みると、 平均値は概ね過去と同程度です

　今年のアユの大きさやバラツキについては、 放流後間もない時期の調査で、 小さな個体は夏
に向けて成長してきますので、 今後も現地調査を行います。

アユの数
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〒399-4114　駒ヶ根市上穂南 7-10
tel　0265-81-6411　　fax　0265-81-6421

最新の情報を知りたい時は…
URL   http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/index.htm
E-mail  　tenjyo@cbr.mlit.go.jp

工事後のアユの成長の様子

注） 注）

注） ： 解禁前に投網で調査したデータです。

明神橋付近のアユ

今後も見守ります

豊かな水辺づくり ・ 河川事業のことなら　
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アユの様子

作成　平成 21 年 7 月 27 日



河川工事の進め方

多自然川づくりに関する指導 ・助言で
事業計画を立案し工事を行います。

断面形状 （勾配） を大きく変えない掘削とする。
護岸基礎および根固工の設置高は、 洗掘傾向や掘削後の河床横断勾配を見通して決定する。
根固工が、 水面よりも低くなるように整備することにより、 瀬 ・ 早瀬 ・ 淵を持つ交互砂州の
繰り返す天竜川らしい自然な河川景観を創造する。

多自然川づくりアドバイザーの指導 ・助言

地域からの要望 ・指導

河床が単調になり、 深みや魚の待避場所がない。
大きな石を配置するなどして、 魚等の良好な生息環境を創出してほしい。

瀬 ・淵を新たに造るように工事を行います。

「いい川づくり」 を目指して

－1－

アユやザザムシなどの生息状況を見守り、 工事方法の見直しを行っ
ています。
学識者や地元の皆さんの助言 ・ 指導により、 随時の見直しを行っ
ています。
「伊那施工技術研究会　」 と国土交通省で工事方法追加等を検討し、
生態に配慮して行っています。

根継護岸工　根固工：洪水時に堤防や河床を守るための、 玉石コンクリートによる補強です。
掘削した土砂は、 公共用地の造成等に有効活用します。

掘削により平成 18 年洪水の
水位より約 50cm 低下します。

　天竜川名物のザザムシとアユの、 工事中や工事後の影響や回復状況の中間報告です。

ザザムシの調査結果
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ザザムシ

 

川虫全体 
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ザザムシ ・ アユへの影響

工事中のザザムシの成長の様子
平成 20 年度の冬のザザムシはここ数年で最も多く確認されました。
特に北島 ・ 柿の木淵 （箕輪町）、 新樋橋 （辰野町） で多く確認されました。
ザザムシ以外の川虫もたくさん見られました。

ザザムシ
（ヒゲナガカワトビケラ）

ザザムシの生息量 （重さ）

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

冬のザザムシ漁の時

期に多かったです。

  

川虫全体 

H18年7月出水

桜橋の冬季 （12 月～ 1 月） の生息量

ザザムシ漁が行われる冬季は、

ザザムシの数や量が最も多くなる

時期です。 この時期について、

平成 14 年度からの生息量を比較

してみました。

ザザムシが
多かったのはなぜ？

平成 20 年度は大きな洪
水がなかったことが考え
られます。
工事で濁りが少なくなる
よう工夫した効果が考え
られます。

コ ラ ム 工事の工夫

工事中の濁りを長引かせない工夫

仮締切の工事を見直して、 濁りが少なくなる方法にしま
した。
工事中の濁りが流れ出ないようにしました。
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仮締切の工事中に発生し
た濁りがそのまま下流に流
れないよう、 濁りの元であ
る細かい砂を沈ませてから
下流に流しました。
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土砂採取を行う場所の
上流に根固ブロックを
置き、 土砂が流れ出さ
ないようにし、 近くから
土砂を集めることにし、
そのための手順を工夫
しました。

多自然川づくり
掘削で瀬 ・ 淵を造る。
大きな石は残す。

仮締切の工事を一斉に行いました。

濁りを少なくする工夫

根固ブロック 根固ブロック

締
切
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根固工

根継護岸工

［伊那施工技術研究会］

注）

注）:伊那出張所の請負会社の技術者による研究会


